
 

 

【参考資料３】 

令和７年度施策形成に関するデータ利活用研修及び実践業務 

公募型プロポーザル選定委員会議事録（議事要旨） 

項  目 内     容 

１ 日  時 令和７年４月１０日 １３時０５分から１４時４０分まで 

２ 場  所 本館３階経営戦略審議官会議室 ※提案者は Zoomにより出席 

３ 出席委員 

総務局    施策形成・広報担当部長 

総務局    DX推進担当部長 

総務局人事課       課長（代理） 

農林水産局販売・連携推進課 課長 

商工労働局観光課  担当課長(観光魅力創造担当) 

４ 議  題 令和７年度施策形成に関するデータ利活用研修及び実践業務 

５ 担当部署 施策形成支援チーム 

６ 開催方法 参集 

７ 議事内容 

業務予定者の選定にあたり、次のとおり委員から評価・選定理由を確認した。 

Ａ社：株式会社日本総合研究所 

Ｂ社：三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社 

 

【Ａ社】 

＜ノウハウ、経験、実績＞ 

○ 実証分析および政策評価に関する豊富な実績を有しており、ノウハウが一定

程度ある。 

○ 事業者としても担当個人としても豊富な経験を持ち、十分な情報量を有して

いる。 

○ 仮説探索的分析の考え方は理解されているが、実践を通じた具体的な成果

の説明が不足している。 

 

＜研修内容＞ 

○ 初級者向けとしては十分だが、初見の職員には理解が難しい部分がある。 

○ 短時間で難易度の高いスキル習得が可能か懸念がある。 

 

＜データ収集と分析＞ 

○ 収集が難しい指標について、県と協力しながら収集を進める姿勢がある。 

 

＜総評＞ 

○ 国の機関や各自治体における実績を多数有しており、本業務を適切に遂行す

ることができるものと思われる。 

○ 研修内容は初級としては十分なレベルではあるが、職員の熟度に応じた調整

が必要。 

○ 研修が実践につながるような仕組みづくりができれば、より効果的なものにな

ると思われる。 

○ 伴走支援について、多岐に渡るデータを活用し実践的な内容となっている。 

○ きめ細かなサポートが期待できる。 

＜次ページに続く＞ 



 

 

【Ｂ社】 

＜ノウハウ、経験、実績＞ 

○ 担当者として経験が豊富で十分な情報量を有している。 

○ ソーシャルリスニングツールを活用した具体的な業務実績がある。 

 

＜研修内容＞ 

○ 実践を重視した内容で、研修後も活用できる内容になっている。 

○ 職員が興味を持ち、実践を通じて習得できる構成となっている。 

 

＜データ収集と分析＞ 

○  データ収集方法や代替データ案が提案されている。 

○  

＜実施体制＞ 

○ 本県の状況やレベル感を理解し、柔軟な対応が可能。 

 

＜総評＞ 

○ 県庁内部の実情に寄り添った、実のある研修と実践が期待できる。 

○ 実践的かつ研修後も役に立つ研修内容となっている。 

○ 研修内容について、知識の詰込みではなく、実践につながるよう内容が工夫

されており期待ができる。 

○ 研修の進め方が、職員が興味を持ち、実践を通じて身に着けられる内容にな

っており、高く評価できる。 

○ 研修回数も増やし、充実した内容となっている。 

 

【総合評価】 

○ 遂行能力・実施体制については甲乙付けがたいものの、提案内容の面から、

最も効果的な業務遂行が期待できるのは B社である。 

 

(以上) 

  

 


